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　　　　　　　　 ［問題と目的］

　近年，認知症を呈 した高齢者が増加 し，行動 ・心理

症状で あるBehaVioral　and 　Psychological　SymptOms
of 　Dementia（以下BPSD）へ の 対応 は介護者 にとっ て

負担 となっ て い る、東野 ら（2002）は BPSD に対 して ，

家族が提供する介護内容 は コ ミュ ニ ケ
ーシ ョ ン で負

担が大きく， 家族介護 者の不安が大きい と報告 して い

る．この こ とか ら特 に会話による負担が大きく， 不安
や ス トレ ス が原因で不適切な対応 とな りBPSD を助
長 して い る現状がある．認知症者は同 じ話 を繰 り返す

行動が多くみ られ ， 要望による訴えなのか ， 記銘力低

下による もの なの か，注 目を得るための行動で ある の

か定かで はない ．本研究で は， 同じ会話 を繰 り返す患

者 に対 し，
セ ラ ピス ト側の対応を変える こ とにより会

話内容に変化がみ られ るの か 検討した．

　　　　　　　　　　［対象】

　対象者は右股 関節人 工骨頭置換術 に よ り入院 して

い る88歳女性 で ある． 日常生活 自立 度は Functicmal
lndependenoe　Measureで109点 ， 認知症の重症度は長

谷川式簡易知能評価ス ケール にて 9点であ り，日常生活

で物盗られ妄想や ， チラシ を貯め込む様子が観察され

た．リハ ビリテーシ ョ ン場面で は休憩中の繰 り返 しの

会話により， 円滑に進行 しない様子が観察 された．

　　　　　　 ［BPSDのアセ ス メン ト］

　訓練休憩時の 会話 を観察すると， 繰 り返 し言甜t行動

の原因として ，
セ ラピ ス ト側の 注 目量にばらっ きがみ

られ て い たため ， 会話内容に偏りが 出て い る の で はな
い かと考えた．っ ま り，記銘力の低下によるもの か ，
注 目を得 るための行動 と推測 された．また，会話中の

対象者を観察する とセ ラピス トの 目を見なが ら会話 し

て い る様子や，返答 に対 して笑顔 となる様子が観察さ

れたため，注目の 中で も 【頷き】 【目線を合わせ る】
【目線の 高さを合わせ る】 【返答】が独立変数として

関与して い ると考え られた．

　　　　　　　　　　【方法］

　全会話内容の 中で も割合の 多か っ た 「師長が来室 し

た」 「先生のお母様は素敵 と2つ の会話内容を多カテ
ゴ リーとして設定 し，

これ らの減少を目指 した．繰 り

返 し話すが割合の少ない 「友人が失語症で ある」　 「リ
ハ ビ リの先生になる の は大変」と2つ の会話内容を少カ

テ ゴ リー
， 繰 り返 しの 無い 会話内容をその他カテゴ リ

ーとし て設定 し
， 相対的に 少カ テ ゴ リーの 会話内容の

増加を目指 し介入 した．

1）べ 一ス ライン （BPSDの アセ ス メン ト）期 ：6日間

　全ての カテ ゴ リーに対して ， 【頷き（有）】 【目線を

合わせ る （有）】 【目線の 高さを合わせ る （有）】 【返答
は （自由）】であっ た．

2） 介入期 1 ：6日間

　多カテ ゴ リーに対 して 【頷 き（有）】 【目線を合わせ

る（有）】は継続 し
， 【目線の高さを合わせ る（無）】と，

【返答は 「そ うなんですね」 等の
一
言 （減少）1 とし注

目量を減少 させた．少カテ ゴ リーに対 しては，【頷 き（増

加）】 【目線を合わせ る （増加）】 【目線の 高さを合わせ

る（増加）】 【返答数は（増加）】とし注目量を増加 させ

た，その他カテ ゴ リー
はBL期と同様 とした．

3）介入期 H ：6日間

　多カテ ゴ リーに対 して 【頷 き（無）】 【目線を合わせ

る（無）】 【目線の高さを合わせる（無）】 【返答は 「そ

うなんですね」 とい う反応の み （消去）】とし，注 目量

を更に減少 させた．少カテゴ リーとその他カテ ゴ リ
ー

はBL期 と同様の 反応 とした．
4）フ ォ ロ

ーア ッ プ期 ：6日間

　全カテ ゴ リー
に対 してBL と同様 にした．

　　　　　　　　　　 ［結果］

　介入期 1 で は大きな変化は見られなか っ たが，介入

期 π では注目量の減少 とともに多カテ ゴ リ
ー
値の減少，

その他カテゴ リー値 の増加がみられた．（図1．図2）
　　　　　　　　　　 ［考察］
　セ ラピス ト側か らの注 目が対象者の同 じ話を繰 り返

す行動を維持 して い るとい えたE 介入期 1では ， 【頷
き（有）】【目線を合わせる （有）】【返答数を

一
言 （無）】

として い たが，介入期 ［では，多カテ ゴ リ
ー

値の減少
見られた こ とか ら，【頷き（無）】【目線を合わせ る （無）】

【返答は 「そうなん で すね 」 のみ （消去）】が，注目の

中で も独立変数 として作用 してい た とい えた．
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